
our work

N 邸の改修

昭和中期に建てられたこの家は ,  家主の死後 ,  住人不在の家となった .  老朽化により一時は
取り壊しも検討されたが ,  長女の「両親の記憶が宿る場を残したい」という思いから改修に
よる継承が選ばれた .  親族の集まりだけでなく ,  家族以外にも開かれた場として活用される
ことを想定し ,  保存にとどまらない全面改修を行っている .  
この改修の焦点は ,  かつての姿を復元することではなく ,  この家が再び「不在の住人の家」
として立ち現れる状態をつくることにあった .  設計者は、会ったことのない故人の暮らしに
思いを巡らせながら、残された痕跡を読みとき ,  その断片をもとに空間を再編集した .  ここ
では既存部分の保存だけでなく ,  本来は存在しなかった意匠や構造的には不要な柱の付加、
空になった押入れの表しなど ,  意図的な脚色も行っている .  それらは事実を再現するためで
はなく、この家に宿る記憶や気配を立ち上がらせるためのフィクションである .  

建築が保存されているように見えながら ,  その実態は記憶の再演である .  事実と虚構 ,  痕跡
と想像が重なり合うこの家は ,  不在の住人の暮らしを繰り返し語り直しながら ,  新たな使い
手へと記憶を継承していく .  そこに受け継がれているのは ,  建物そのものではなく ,  記憶を
語り継ぐための舞台なのである .  

所在地 / 山口県長門市
設計 / 山根建築設計事務所  山根雄高
施工 / 古田工務店  古田勉
写真 / みやたのりゆき
延床面積 / 152 ㎡ １玄関  ２食堂  ３応接室  ４展示室  ５ピアノ室  ６茶の間  ７仏間

改修後１階平面図
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